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9 月の《定期演奏会》（6 日）と《サントリーホール名曲シリーズ》（13 日）
では、いよいよ今シーズンの目玉であるワーグナーの楽劇〈トリスタンと
イゾルデ〉（全 3 幕）を、演奏会形式で披露します。これに先立ち、タク
トを取る常任指揮者シルヴァン・カンブルランが、日本ワーグナー協会で
作品に関するレクチャーを行いました。2 時間以上にわたって、熱心な研
究者やワーグナー愛好家ら約 100 人を前に繰り広げた熱弁から、マエスト
ロの作品観や公演のポイントを、上下 2 回にわたって紹介します。
（4月11日・東京芸術劇場、司会は山崎太郎・東京工業大教授）

カンブルランが語る〈トリスタンとイゾルデ〉㊤
３人目の主役はオーケストラ

19世紀音楽にもたらした
真の革命

―マエストロはワーグナー指揮者と
しても、長いキャリアをお持ちですね。
　「ワーグナーと初めて向き合ったの
は、トロンボーン奏者としてでした。
リヨン歌劇場で奏者をしていた時、

〈ニーベルングの指環〉や〈トリスタン

歌手と同等以上に
重要な管弦楽

―オーケストラにとっても挑戦しが
いのある作品ですね。
　「大変シンフォニックなオペラです。
トリスタンとイゾルデに次ぐ3人目の
主役はオーケストラで、プロットを管
弦楽が語る部分もある。歌手と同等以
上にオーケストラが大事とも言えま
す。オーケストラにはチャレンジング
かつ、演奏する喜びをもたらす作品で
す。聴衆にとっては、オーケストラの
演奏を見ることが、一つのお芝居とも
なる作品なのです」
―出演するキャストも楽しみです。
　「良い演奏を提供するため、私が音
楽総監督を務めているドイツのシュト
ゥットガルト歌劇場から、上演を経験
したばかりのキャストを、多く連れて
来ることにしました。リハーサル時間
を短縮でき、調整が利くという現実的

とイゾルデ〉を演奏しました。そのあ
と指揮者になり、ブリュッセルのモネ
歌劇場で音楽監督（1981～91）を務め
た際に、初めて〈トリスタンとイゾル
デ〉を指揮しました。イゾルデ役は名
ソプラノとして知られるギネス・ジョ
ーンズでした。ワーグナーを振る機会
は多く、例えば〈ニーベルングの指環〉
はすでに16回、全４作上演を行いま

した。もうワーグナーに関しては十分
指揮をしたと言える段階だと思いま
す。ちなみに、私はオペラで110曲の
レパートリーがあります」
―ワーグナーの作品で〈トリスタン
とイゾルデ〉が占める位置をどうお考
えですか。
　「ワーグナーも初期には、イタリア・
オペラやマイヤベーアら他の作曲家か
らの影響が見られます。それらが徐々
に減って、この作品ではまったく違う
音楽に成長し、19世紀の音楽に真の
革命をもたらしました。台本を作曲者
が自ら書いた点も重要で、音楽とテキ
ストの間に特別な関係性があります。
このため、指揮者に必ず音楽と同じぐ
らい台本と向き合うことを要求しま
す。独特の様式が、音楽にもテキスト
にもあるのです」
―ワーグナーの他の作品と比べる
と、いかがですか。
　「プロット（物語の展開）としては、
大きなものが語られるわけ
ではありません。〈ニーベ
ルングの指環〉ほど複雑な
ストーリーではない。だか
ら演奏会形式では取り上げ
やすい。逆に〈さまよえる
オランダ人〉や〈ワルキュ
ーレ〉は話がややこしいの
で、演奏会形式には相応し
くないと思います」

イゾルデ役のクリスティアーネ・イ
ーヴェン　©Christine Schneider

トリスタン役のエリン・ケイヴス
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な理由もあります」
　「主役の2人は、初めての大役です。
トリスタン役のテノール、エリン・ケ
イヴスはとても若々しく、今この役で
は世界でも屈指だと思います。イゾル
デ役のソプラノ、クリスティアーネ・
イーヴェンは、弱音での色合いから力
強さまでを幅広く備え、単に力で押し
切らない繊細さを持ち合わせていま
す。かつてカルロス・クライバーが指
揮した録音で、この役を歌ったマーガ
レット・プライスと比較できるような
歌手です」

新旧の要素が
織りなす影響力

―作品として注目すべきは、どのよ
うなところでしょうか。
　「伝統的なロマン派オペラの要素と、
新しい要素が共存している点でしょ
う。よく言われるのが新しいハーモニ

ー、いわゆるトリスタン和音
の登場ですが、違うところに
も注目したい。それがオーケ
ストレーション（管弦楽法）
です。楽器の用法や、どうい
う音が与えられているか、な
どです。例えば楽器の使い方
では、第3幕に出て来るイン
グリッシュ・ホルンのソロは
画期的でした。ここまで一人

の人物のように扱われて、オペラに登
場した例はありませんでした」
―後世に与えた影響も甚大ですね。
　「20世紀に至るまで多くの影響を残
しましたが、さまざまな観点から捉え
る必要があります。ドビュッシーも西
洋音楽史の革命児でしたが、ワーグナ
ーとこの作品がなかったら、あのドビ
ュッシーにはならなかった。リヒャル
ト・シュトラウスはたくさんのものを
受け継ぎましたが、すべてを継承した
わけではない。〈ラインの黄金〉が主
なお手本でした。ストラヴィンスキー
は完全に無視しました。もちろんワー
グナー自身も、先人からの影響を受け
ています。音楽の創造とは常に、前か
らある素材を使って新しいものを編み
出す営みなのです」
―ワーグナー自身、この作品の後で
は進化が見られます。
　「〈トリスタンとイゾルデ〉以降のワ
ーグナーは、もっと自分自身の音楽言

語を磨きました。〈神々のたそがれ〉
や〈パルジファル〉は、これ以上ない
ところまで完成されています。〈トリ
スタンとイゾルデ〉で問題があるとす
れば、音量の大きさ（デュナーミク）
に修正が必要な点です。管弦楽が大き
すぎて、歌手の声をかき消してしまう
箇所がある。特に金管楽器が全開とな
る場面では、歌い手は太刀打ちできま
せん。歌詞が聞き取れるかどうかは、
本質的に大切な問題です。トロンボー
ンだけ音量を落とすとか、小節の中で
アクセントを変えるなど、作品の本質
に沿って細かく修正します」

音楽の流れを
常に意識したテンポで

―実際の演奏では、テンポの設定も
重要な要素ですね。
　「やはりワーグナーの指示通りでは
速すぎて歌詞が聞き取れなかったり、
奏者が弾きにくかったりする部分があ

ります。音の
数は変えませ
んが、テンポ
は柔軟に変え
ていきます。

〈神々のたそ
がれ〉や〈パ
ルジファル〉
では、こうし

た必要がなく、ワーグナーの指示通り
でいいと思います」
　「そもそも〈トリスタンとイゾルデ〉
では、テンポに関するメトロノーム的
な数字での指示はありません。すべて
決めるのは指揮者です。大切なのは

『常に流れていること』で、聴き手に
音楽の流れがずっと続いている感覚を
与えることなのです。指揮者は一定の
テンポ観を持って全体を決断せねばな
りません」
―マエストロは、どんな点を重視し
ますか。
　「決して立ち止まらず、大きな流れ
を決めたうえで、各部のテンポを考え
ます。全体を通して弧を描く流れがあ
ること、急ぎ過ぎないが流れを止めな
いこと、が大切です。もちろん歌手が
歌いにくくなるほど速く走ってはいけ
ませんが、ワーグナーは極端にゆっく
りなテンポも指示していない。4月に
読響と演奏したブルックナーの交響曲
第7番でもそうでしたが、私は決して
テンポを急いでいるわけではなく、私
にとっての音楽の流れがそうさせるだ
けなのです」
―〈トリスタンとイゾルデ〉への深
い洞察と理解に裏打ちされた公演を、
楽しみにしています。

※下回（『月刊オーケストラ』9月号）
では、カンブルランが作品の聴きど
ころなどを説き明かします。

シュトゥットガルト歌劇場の外観　©読響

©Peter Adamik
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≪7月25日、横浜みなとみらいホー
ルでの名曲シリーズで、読売日本交響
楽団を卒業する。35歳で読響に入団
し、30年もの間、チェロ・セクショ
ンを率いてきた≫
　読響に入る前は、ニューヨークのジ
ュリアード音楽院で学び、米国で室内
楽やリサイタルの活動をしていまし
た。13年間の米国滞在中、数多くの
演奏家と共演し帰国、数年間は読響で
がんばってみようというくらいのつも
りで入団しました。あっという間にオ
ーケストラ生活30年ですね。自分で
も驚いています。ベートーヴェンやモ
ーツァルトなど名曲の数々を演奏して
きましたが、毎回新しい気持ちで、次
の演奏が今までで一番良くなるように
と心掛けています。慣れているから簡
単に弾けると思うと、つまらない演奏
になってしまう。読響での年月が経つ
につれて、オーケストラの曲を練習す
る時間が増えてきました。
≪読響はこの30年で、その演奏能力

が格段に向上したと言われますが≫
　その時代時代で最高の演奏を目指し
てきたのですが、やはり、オーケスト
ラとして成長したのは事実ですよね。
最近は、練習の初日から各セクション
ともピタッときれいな音が出ることが
多い。飛び出したり、変な音を出した
りしてはいけないと神経を使うという
か、いい意味で弾くことに「怖さ」が
出てきました。今や読響の演奏能力
は、世界の一流のオーケストラと比べ
てもそんなに変わらないレベルだと思
いますよ。凄いオーケストラです。
　僕は海外公演には今年3月の欧州公
演を含めて計3回参加しました。一緒
に旅行すると団員同士の結束力が高ま
り、伝統を積み重ねるのにも役立ちま
すね。読響は、人間関係が良くてアッ
トホームで、しかも派閥がない。今の
若い楽員の皆さんには、そんな雰囲気
も大切にしてほしいと思います。
≪数多くの指揮者と出会いましたね。
思い出深いのは？≫
　読響の団員として最後の曲となる7
月の〈惑星〉は、かつてロリン・マゼ
ールの指揮でやったことがあるんです
よ。素晴らしい指揮者とたくさん出会
いました。スタニスラフ・スクロヴァ
チェフスキ、クルト・ザンデルリンク

≪毛利さんは高崎市出身。父親は医師
でアマチュアのチェリストだった。そ
の影響もあって10歳からチェロを学
んだ。今、毛利さんはチェロの若手の
教育にも情熱を傾けている。すでに多
くの弟子たちがプロの演奏家として巣
立っていった≫
　僕の弟子と呼べるのは、ちょうど
150人ぐらいです。僕らが小さいころ、
子供用のチェロは四分の三というサイ
ズで、小学校の高学年から始めるのが
ようやくでした。でも、十分の一とい
うサイズも出てきて4、5歳から始め
られるようになりました。
　たまたま小さい子供たちが今、僕の
ところに集まってきています。その子
供たちが大学を卒業するころには僕も
80歳ぐらいになる。将来は読響で演
奏するようなチェリストをたくさん育
てていきたいですね。

……もう指揮台に立っているだけでカ
リスマ性を感じてしまいます。
　僕はジュリアードでカラヤンのマス
タークラスを受けたことがあります。
学生の指揮者で練習している時に、カ
ラヤンがドアを開けて入ってきた。そ
したら、それだけでオーケストラがす
ごくいい音を出したのにはびっくりし
ました。振っているのは学生ですよ。
巨匠と呼ばれる指揮者はそういうカリ
スマ性を持っている。
　そうそう、ゲルト・アルブレヒトが

「美しく弾くだけじゃだめ、特別美し
く弾きなさい」と語ったのを覚えてい
ます。普通にきれいじゃだめなんだ、
飛びぬけて恐ろしいほど美しく、と。
僕らは演奏することによって人の気持
ちを動かすことが仕事じゃないです
か。普通に弾いていては、それは難し
い。やはり、特別美しくなくては。

きょうも新たな気持ちで
特別、美しい音を

毛利伯郎
Hakuro Mori

◎ソロ・チェロ奏者

本番前に、音合わせする毛利さん（左）。オランダ・ユトレヒトのティヴォリ・フレーデンブルフ大ホールで

楽団員からのメッセージ

essage from playerM
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今後の公演案内

pcoming concert scheduleU

首席客演指揮者・下野が振る得意のドヴォルザーク

下野竜也
©読響

ドヴォルザーク：チェロ協奏曲、交響曲 第8番
指揮：下野竜也
チェロ：アンドレアス・ブランテリド

8/23（日）14：00 第179回 東京芸術劇場マチネーシリーズ
東京芸術劇場

若手人気ソリスト3人が、《三大協奏曲》で競演

下野竜也
©読響

メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲
チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番
指揮：下野竜也
ヴァイオリン：服部百音　チェロ：アンドレアス・ブランテリド
ピアノ：HJリム

8/21（金）18：30 読響サマーフェスティバル2015 《三大協奏曲》
東京芸術劇場

ボストン響などで活躍する気鋭が振る《三大交響曲》

ケン＝デイヴィッド・
マズア

©Beth Ross-Buckley

シューベルト：交響曲 第7番〈未完成〉
ベートーヴェン：交響曲 第5番〈運命〉
ドヴォルザーク：交響曲 第9番〈新世界から〉
指揮：ケン＝デイヴィッド・マズア

8/16（日）14：00 第3回 東京オペラシティ名曲シリーズ
東京オペラシティ コンサートホール

8/17（月）18：30 読響サマーフェスティバル2015 《三大交響曲》
東京芸術劇場

古典派に精通した名匠・鈴木秀美が、待望の初登場

鈴木秀美
©K.Miura

ベートーヴェン：交響曲 第3番 〈英雄〉
指揮：鈴木秀美
ナビゲーター：七尾藍佳

8/27（木）20：00 第11回 読響カレッジ  文京シビックホール  ※19：３0から解説

※今回のみ、都合によりナビゲーターが変更となりました。

8/18（火）にパルテノン多摩でも同公演を行います。詳細は32ページをご覧ください。

8
　8月は、毎年チケットが完売する人気企画のサマーフェスティバル《三大
交響曲》と《三大協奏曲》を開催する。16日と17日の《三大交響曲》では、
期待の新鋭指揮者ケン＝デイヴィッド・マズアが初登場し、〈未完成〉〈運命〉

〈新世界から〉の3曲を一挙に演奏する。当団名誉指揮者クルト・マズアを父
に持つ新顔として注目を浴びており、すでにボストン響やドレスデン・フィ
ルと共演を果たした。欧米で躍進する才能のフレッシュな棒さばきに、期待
がかかる。
　21日の《三大協奏曲》には、話題を呼ぶ3人のソリストが登場。1999年生
まれの新進ヴァイオリニスト服部百音は、テレビで取り上げられるなど、急
速に知名度があがっている。4月にイタリアでアシュケナージ指揮のEUユ
ース管と協演するなど、海外での活躍も華々しい。旧EMIレーベルからCD
をリリースしている新星チェリストのブランテリドは、今年3月にロンド
ン響にデビューして絶賛され、待望の初来日となる。ピアノのHJリムは、
YouTubeで超個性的な演奏を発信し一躍話題となった“カリスマ”ピアニス
ト。独創的な音楽作りで熱狂的なファンも多い。下野竜也の溌

はつ

剌
らつ

とした指揮
の下、3人の若さあふれる熱い演奏にご注目を。
　23日は、下野竜也によるドヴォルザーク・プログラム。前半は、俊英ブラ
ンテリドが傑作・チェロ協奏曲で妙技を披露する。ストラディヴァリウスの
深い音色を存分に活かした、艶やかな演奏が期待される。メインは、民俗色
豊かな旋律が魅力の交響曲第8番。邦人指揮者として初めてドヴォルザーク
の交響曲全曲演奏を、同一オーケストラで成し遂げた名匠・下野が、得意曲
で本領を発揮する。
　27日は、遅めの20時開演が好評の《読響カレッジ》公演。高名なバロック・
チェロ奏者で、指揮者としては古楽器による「オーケストラ・リベラ・クラ
シカ」を主宰する鈴木秀美が読響に初登場。ベートーヴェンの傑作〈英雄〉
を指揮し、読響との新たなコラボレーションに踏み出す。開演前には、鈴木
が作品の聴きどころを解説する。　 （文責：事務局）

検索読響チケットＷＥＢ

月
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現代音楽の大家アダムズの傑作〈ハルモニーレーレ〉を披露

下野竜也
©読響

ベートーヴェン：序曲〈コリオラン〉
ヒンデミット：〈白鳥を焼く男〉（ヴィオラと管弦楽）
ジョン・アダムズ：ハルモニーレーレ（和声学）
指揮：下野竜也
ヴィオラ：鈴木康浩（読響ソロ・ヴィオラ）

10/13（火）19：00 第552回 定期演奏会
サントリーホール

俊英・下野のダイナミックな〈巨人〉、名手モワネとの共演も

セリーヌ・モワネ
©François+Sechet

モーツァルト：オーボエ協奏曲
マーラー：交響曲 第1番〈巨人〉
指揮：下野竜也
オーボエ：セリーヌ・モワネ

10/ 2 （金）19：00 第4回 東京オペラシティ名曲シリーズ
東京オペラシティ コンサートホール

10/ 3 （土）14：00 第83回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール

カンブルランとジャズの鬼才・小曽根真が注目の初共演！

小曽根 真
©篠山紀信

ムソルグスキー：交響詩〈はげ山の一夜〉（原典版）
ラフマニノフ：パガニーニの主題による狂詩曲
ムソルグスキー（ラヴェル編）：組曲〈展覧会の絵〉
指揮：シルヴァン・カンブルラン　ピアノ：小曽根 真

9/11（金）19：00 第18回 読響メトロポリタン・シリーズ
東京芸術劇場

ワーグナーの大作に初演150周年を記念して挑戦

シルヴァン・
カンブルラン

©読響

ワーグナー：楽劇〈トリスタンとイゾルデ〉（全3幕／演奏会形式・字幕付き）
指揮：シルヴァン・カンブルラン
独唱：エリン・ケイヴス（トリスタン）、クリスティアーネ・イーヴ
ェン（イゾルデ）、アッティラ・ユン（マルケ）、クラウディア・マ
ーンケ（ブランゲーネ）、石野繁生（クルヴェナル）、アンドレ・モ
ルシュ（メロート）、与儀 巧（牧童、舵手、若い水夫）
男声合唱：新国立劇場合唱団

9/ 6 （日）15：00 第551回 定期演奏会
サントリーホール

9/13（日）15：00 第585回 サントリーホール名曲シリーズ
サントリーホール

501席の小さなホールで贅沢に楽しむ《ハイドンの名曲選》

下野竜也
©読響

《下野竜也のハイドン》
ハイドン：王立音楽家協会のための行進曲、チェロ協奏曲 第1番
　交響曲 第101番〈時計〉
指揮：下野竜也　チェロ：上村文乃

9/16（水）19：30 第７回 読響アンサンブル・シリーズ
よみうり大手町ホール  ※19：00から解説

※当初出演を予定していた遠藤真理は、出演できなくなりました。

名匠・尾高が練達のタクトを振り、国際派・諏訪内が共演

尾高忠明
©読響

9/20（日）14：00 第180回 東京芸術劇場マチネーシリーズ
東京芸術劇場

リャードフ：魔法にかけられた湖
モーツァルト：ヴァイオリン協奏曲 第5番〈トルコ風〉
チャイコフスキー：交響曲 第4番 
指揮：尾高忠明　ヴァイオリン：諏訪内晶子

9/21 月　14：00 第82回 みなとみらいホリデー名曲シリーズ
横浜みなとみらいホール祝・（　）

     こんなに便利！　読響チケット WEB

　読響チケットWEB は、インターネットから読響のチケットをお求めいただけ
る専用ウェブサイトです。24時間いつでもお申し込みができ、ご自身でお好み
の座席をお選びいただけます。
　以下の URLもしくは公式ウェブサイトのトップページ【読響チケットWEB】
のボタンから、ぜひご利用ください。

読響チケット WEB　http://yomikyo.pia.jp/
　※初回お申し込み時は利用登録（無料）が必要です。

お申し込み・
お問い合わせ

読響チケットセンター　0570-00-4
ヨ

3
ミ

9
キョー

0
（10：00～18：00／年中無休）　

ホームページ・アドレス http://yomikyo.or.jp/

完売
第585回 サントリーホール名曲シリーズ

完売

特
　
集

プ
ロ
グ
ラ
ム

今
後
の
公
演
案
内

読
響
ニ
ュ
ー
ス
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■7/16（木）18：30、18（土）～20（月・祝）14：00　東京文化会館
　指揮：デニス・ラッセル・デイヴィス　演出：宮本亜門
　出演：妻屋秀和、鈴木准、森谷真理、幸田浩子  ほか（16日・19日）
　　　　大塚博章、金山京介、髙橋維、嘉目真木子  ほか（18日・20日）
　合唱：二期会合唱団
モーツァルト／歌劇〈魔笛〉全2幕（日本語字幕付き原語上演）

［料金］ S ¥13,500　A ¥12,500　B ¥10,000　C ¥8,000　D ¥6,000　学生 ¥2,000
［お問い合わせ］ 二期会チケットセンター　03-3796-1831

リンツ州立劇場との共同制作公演　東京二期会オペラ劇場〈魔笛〉

■8/18（火）15：00　パルテノン多摩大ホール
　指揮：ケン＝デイヴィッド・マズア
シューベルト／交響曲第7番〈未完成〉
ベートーヴェン／交響曲第5番〈運命〉
ドヴォルザーク／交響曲 第9番〈新世界から〉

［料金］ S ¥7,000　A ¥6,000　学生 ¥2,000
［お問い合わせ］ チケットパルテノン　042-376-8181

読響 夏の《三大交響曲》

■7/4（土）15：00　かつしかシンフォニーヒルズ　モーツァルトホール
　指揮：園田隆一郎　ピアノ：アンティ・シーララ
メンデルスゾーン／付随音楽〈真夏の夜の夢〉序曲
ベートーヴェン／ピアノ協奏曲 第5番〈皇帝〉、交響曲 第5番〈運命〉

［料金］ S ¥6,500　A ¥6,000　バルコニー ¥5,500　学生 ¥3,000
［お問い合わせ］ かつしかシンフォニーヒルズ　03-5670 -2233

読響×夏のベートーヴェン！　～二大傑作〈皇帝〉＆〈運命〉～

■7/30（木）15：00　ミューザ川崎シンフォニーホール
　指揮：ジェレミー・ローレル　ヴァイオリン：ヴェロニカ・エーベルレ

《オール・メンデルスゾーン・プログラム》
　付随音楽〈真夏の夜の夢〉序曲、ヴァイオリン協奏曲、交響曲第4番〈イタリア〉

［料金］ S ¥4,000　A ¥3,000　B ¥2,000
［お問い合わせ］ ミューザ川崎シンフォニーホール　044-520 - 0200

フェスタサマーミューザ KAWASAKI 2015

増
田
リ
ポ
ー
ト

抽選で などが当たる！

定期購読キャンペーン実施中！
詳しくは当社販売部または中央公論ホームページまで。

TEL：03-5299-1760（平日9:45～17:30)   http://www.chuokoron.jp/

で読響コンサートチケット

生
前
契
約
、
墓
じ
ま
い
、

相
続
税･･････

終
活
│
人
生
の

幕
引
き
を
考
え
る

鎌
田
實（
医
師
、
作
家
）

山
折
哲
雄（
宗
教
学
者
）

下
重
暁
子（『
家
族
と
い
う
病
』著
者
）

荻
野
ア
ン
ナ（
作
家
、フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）

●
宮
城
谷
昌
光
│
「
呉
漢
」　

●
橋
本 

治
│
「
桃
花
の
夜
」

●
長
田
暁
二
│
唄
う
戦
後
70
年
史

●
小
池
昌
代
×
山
口
文
憲

│
ふ
た
り
で
本
あ
わ
せ

●
小
谷
野 

敦
│
映
画
音
痴
の
玉
手
箱

●
宇
野
常
寛

│
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
時
代
を
映
す

●
結
城
豊
弘

│
こ
の
役
者
え
え
や
ん
！

●
宇
野
重
規
／
吉
崎
達
彦
／
酒
井
順
子

│
時
評
２
０
１
５

好 評 連 載

特　集

激
震
！　
介
護
破
綻

地
方
移
住
は

特　集
「
移
住
お
す
す
め
地
域
」
41
市
長
の
本
音

舛
添
要
一（
東
京
都
知
事
）×
増
田
寛
也（
元
総
務
大
臣
）

藻
谷
浩
介（『
里
山
資
本
主
義
』著
者
）

「
姥
捨
て
山
」か


